
Python Transformerを利⽤した
カーネル密度分布の作成
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1. カーネル密度推定

散布図は、2つの要素間の関係性を視覚的に把握する際に役⽴ちま
すが、プロットされる点の数が数百、数千を超える場合、点が重なり
合いデータ間の関係性が把握しづらいという問題点があります。

カーネル密度推定による可視化

カーネル密度推定（KDE）は、1次元または複数次元の連続した確率
密度曲線を⽤いてデータを表現します。カーネル密度推定の⼿法を使
うことで、データの分布を密度で把握することができるため、データ
全体の傾向をより取れやすくなります。
RapidMinerには、カーネル密度推定を⽤いた可視化機能を備えてい
ないため、本稿では、Python Extensionを⽤いて、カーネル密度推定
による可視化機能を実装します。
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２. Pythonの設定

※RapidMiner Studio 9.9以上、Python Scripting Extension 9.9.1以上

インストール後、設定 > プリファレンス よりPythonの設定を⾏います。
Python Scriptingタブをクリックし、使⽤する環境を選択します。
Test をクリックして、OKならその環境を使⽤できます。
エラーが出た場合は、ライブラリのインストールやアップデートを試してください。
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３. 実装例



4

４. プロセス

ボストンの住宅価格を予測するモデルを作成し、モデルによる予測値と実測値の
関係性をカーネル密度推定を使って可視化してみます。
①

①

②

←縦軸を⼊⼒

←横軸を⼊⼒

②

←kdeを選択
保存先のパスを⼊⼒
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５. Prediction Chart

予測結果

RMSE: 4.862 +/- 1.139
R2 ︓0.732 +/- 0.096 

実⾏結果
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参考

Scatter Reg Resid


